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2023年２月期通期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

 

2022年4月14日に公表いたしました2023年２月期通期の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年２月期通期の連結業績予想と実績値との差異（2022年３月１日～2023年２月28日） 

 
営業総収入 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想 （Ａ） 

百万円 

14,163 

百万円 

63 

百万円 

71 

百万円 

126 

円 銭 

△10.72 

実績値    （Ｂ） 13,064 55 73 108 9.16 

増減額 （Ｂ－Ａ） △  1,099 △ 8 2 △ 18  

増減率（％） △7.7 △12.6 2.8 △14.2  

（ご参考）前期実績 
（2022年２月期） 

13,629 △1,099 △1,007 △518  △ 36.43 

 

２．差異発生の理由 

 当連結会計年度は新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限の緩和により、売上は緩やかな回復の方向で推移

致しました。 

 当社の100％子会社が運営する「ローソン・ポプラ」「ローソン」店舗においては、売上が好調に推移したこと

に加え、運営2年目に入り、社員の店舗運営・コントロール技術が向上したことから、計画を上回る実績となり

ました。 

 「ポプラ」「生活彩家」ブランドで施設内へ展開するスマートストア事業においては、人流の回復に伴い、既存

店ベースの売上前年同期比は第2四半期累計期間で104％と回復が進んだものの、７月から９月にかけてコロナ

感染者が再び過去最多にまで増加したことで失速、一方で業務のシステム化や効率化が進んだことで経費の削減

が計画を大きく上回ったため、売上未達に伴う粗利不足を補うことが可能と判断しておりましたが、光熱費の上

昇や原材料の高騰の影響が想定以上に重く、営業利益は計画を8百万下回り55百万円となりました。 

 また、一部の保有資産の売却を計画しておりましたが、最近の経済環境や市場動向を踏まえて総合的に判断し

た結果、売却を見送ることとしたことから、当期純利益は計画を18百万円下回り108百万円となりました。 

 

  以上 


